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この数カ月で京都大学ウェブページに掲載された
フィールド研教員等による研究成果を紹介します。

（１）海底堆積物の環境DNAにより津波後のクラゲ大
発生を検知
益田玲爾教授らのグループは、堆積物の環境DNA

が数年前の環境イベントを定量的に調べる上で有用で
あることを示しました。
M Ogata, R Masuda＊, H Harino, M K. Sakata, M
Hatakeyama, K Yokoyama, Y Yamashita, T
Minamoto（＊：責任著者）
“Environmental DNA preserved in marine
sediment for detecting jellyfish blooms after a
tsunami”
２０１１年の東
北大地震に伴
う津波の後の
生物群集の変
遷を、気仙沼
の舞根湾を
フィールドに
調査してきま
した。津波の
後、クラゲが
大量に発生し
たことは潜水
目視観察でわかっていましたが、それ以前の定量的な
情報はありません。そこで、堆積物の環境DNAに注
目しました。まず、京都大学舞鶴水産実験所で水槽実
験を行い、堆積物には魚のDNAが１年間にわたり保
存されることを確認しました。続いて、津波から６年
後の気仙沼舞根湾において、堆積物のコアサンプル
（柱状の試料）を採取し、これを層別に分析しました。
その結果、石油由来の芳香族炭化水素を多く含む層の
直上で、クラゲのDNAの含有量が最大となることが
確認できました。気仙沼では、津波の際に多量の石油
が流出しており、津波による一時的な環境劣化で、ク
ラゲの大発生が起きていたことがわかります。（８月
２０日に国際学術誌Scientific Reports にオンライン
掲載）

（２）サナダユムシの本体、８８年ぶりに採集成功
後藤龍太郎助教、邉見由美助教らのグループは、

２０１９年と２０２０年にヤビーポンプを用いて８８年ぶりに干
潟の巨大生物サナダユムシの本体の採集に成功しま
した。
R Goto, Y Henmi, Y Shiozaki, G Itani
“Giant spoon worms pumped out of their deep
burrows: First collection of the main bodies of
Ikeda taenioides（Annelida: Thalassematidae:
Bonelliinae）in８８years”
サナダユムシ

Ikeda taenioides
は世界最大種の
ユムシで、２m
以上にもなる
テープ状の極め
て長い口吻と６５
cm以上にもな
る体幹部（本体）
を持ちます。日
本固有種で、干
潟の砂泥に深い縦穴を掘ってその中に生息します。採
餌のために巣穴の中から海底表面に長く伸ばした口吻
は時々観察されるにも関わらず、本体は常に深い巣孔
の奥深くに留まるため採集するのは極めて困難です。
少なくない海洋生物学者が本体の採集を試み、挫折し
てきました。これまでの体幹部の採集例は、１９０１年の
神奈川県三崎産８個体と、１９３１年尾道産の１個体に限
られます。今回、ヤビーポンプ（金属製のパイプに付
いたレバーを引き上げると水を吸い上げることができ
るもので、干潟に巣穴を作る甲殻類の採集などによく
使われる）を用いることで８８年ぶりに採集に成功しま
した。体色の変異や繁殖様式について新たな知見が得
られました。謎に包まれた本種の生態の解明の足がか
りとなることが期待されます。（８月６日に国際学術
誌Plankton and Benthos Research に掲載）

（３）シャコに乗る巻貝イシカワシタダミ：巣穴の中の
居候から体表寄生者へと進化
後藤龍太郎助教らのグループは、DNA情報に基づ
く分子系統解析を行うことでイシカワシタダミの寄生
性の起源を明らかにしました。

最近の研究成果ダイジェスト

採集されたサナダユムシ
（撮影：伊谷 行）

津波後に大発生したミズクラゲ

研 究 ノ ー ト
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R Goto, T Takano, D J. Eernisse, M Kato, Y
Kano
“Snails riding mantis shrimps: Ectoparasites
evolved from ancestors living as commensals
on the host’s burrow wall”

イシカワシタダミ（メス）

イシカワシタダミ（オス）

フトユビシャコ類の腹面に寄生するイシカワシタダミ
（米粒状のものは全てイシカワシタダミの卵嚢）

巻貝の仲間
は、海から淡
水、陸に至る
まで地球上の
あらゆる環境
に進出し、生
態も極めて多
様です。その
中で、最も変
わった生態を
示すものの一つが、甲殻類のシャコの腹面に寄生して
暮らすイシカワシタダミです。これまでその特殊な生
態がどのように進化してきたのかは謎に包まれていま
した。この巻貝は従来分類されてきたシロネズミガイ
上科ではなくクビキレガイ上科という別のグループに
入ることが判明し、さらにその中で干潟の動物（シャ
コやユムシ）の巣穴内に共生する巻貝の系統に内包さ
れることが明らかとなりました。このことは、自由生
活性の祖先から、宿主の巣穴内に居候する片利共生者
を経て、シャコ類の体表に付く寄生者へと進化してき
たことを示唆しています。寄生性の獲得に至る段階的
な進化の過程が示された例は少なく、海洋における寄
生生物の起源や進化を理解する上で重要な知見である
と考えられます。（６月２４日に国際学術誌Molecular
Phylogenetics and Evolution にオンライン掲載）

（４）森林渓流水の硝酸濃度を決定する環境要因を広域
スケールで解明
牧野奏佳香博士課程学生、德地直子教授らのグルー
プは、近畿地方を対象に、森林渓流水の硝酸濃度を規

定する環境要因を、機械学習を用いて初めて広域ス
ケールで解明しました。
SMakino, N Tokuchi, Y Komai, T Kunimatsu
“Environmental factors regulating stream
nitrate concentrations at baseflow condition in
a large region encompassing a climatic
gradient”
窒素（N）が生態系にとって過剰になると渓流から
Nが流れ出し、渓流水のNO３

－濃度が高くなる傾向が
あり、これを窒素飽和現象といいます。このことは水
資源の劣化だけでなく、土壌の酸性化や生物多様性の
低下を引き起こす可能性があります。そのため渓流水
NO３

－濃度を規定する要因の解明が望まれます。本研
究では大気からのN降下量だけでなく降水量や気温
等の気候条件も重要であり、これらが一般的な規定要
因であることが示されました。特に、雪の降り方の影
響が示唆されました。つまり、生育期に森林に降下し
たNは生態系に取り込まれ、蓄積され、窒素飽和に
至り、渓流に流出します。一方、多雪地域である日本
海側では休眠期に降下したNの多くが積雪中に留
まって生態系に取り込まれず、融雪期に一気に流出す
るため、窒素飽和に至りにくいと考えられました。
これが、日本海側では近畿全体に比べてN降下量は
多いにもかかわらず渓流水NO３

－濃度は低くなった
原因と解明されました。（５月２０日に国際学術誌
Hydrological Processes にオンライン掲載）

森林渓流水の硝酸濃度を決定する環境要因を広域スケールで解明

２０２１年９月より、舞鶴水産実験所に助教として着任
いたしました。新任といいましても、実は大学院生・
研究員として、過去に８年ほど舞鶴水産実験所で過ご
していたため、古巣に戻ってきたという感じです。
専門は、主に魚類を対象とした認知生態学や比較心
理学です。簡単にいうと、魚（サカナ）が何を考えて
いるのか、どう感じているのか、ということを彼らの
生態と照らし合わせて考えたり、ヒトの心理と比べて
みたりするということをしています。このような研究
をしていく上では、サカナを観察して、触れ合うこと
がとても大切になるため、舞鶴水産実験所のような
フィールドに近く飼育実験のしやすい環境は天国です。
最近は、ヒトの生活とサカナの認知・心理の関係に
ついて興味をもっており、舞鶴水産実験所では、魚釣
りに対するサカナの認知能力や、水の上の人工構造物
がサカナの空間認知におよぼす影響などを調べていき
たいと考えています。一方で、基礎生物学的な研究以

外にも、増養殖や漁業の発展に役立つ水産学的なサカ
ナの認知・心理の研究も進めていき、自己満足だけで
なく、社会に少しでも貢献できるような研究もおこ
なっていきたいと考えております。
サカナの認知・心理の研究をしていると、よく胡散
臭い研究や趣味の研究などといわれてしまうのですが、
本人はいたって真剣に、遊びのような研究をしているつ
もりですので、
温かい目で見
守っていただ
けると幸いで
す。フィール
ド研の発展に
貢献できるよ
う精進してい
きますので、
どうぞよろし
くお願いいた
します。

里海生態保全学分野 助教 髙橋 宏司

実験魚の潜水採集の様子

新 人 紹 介
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瀬戸臨海実験所には、一般の方も入館可能な水族館
が附設されています。その歴史は古く、昭和５（１９３０）
年に一般公開を開始し、その後増改築を行いながら今
年で開館から９１年目を迎えました。展示生物は、実験
所が置かれている和歌山県白浜町周辺に生息する生物
にこだわり、無脊椎動物と魚類を合わせて常時約５００
種を飼育しています。実験所は大正１１（１９２２）年の開
所以来、伝統的に海産無脊椎動物の研究を行ってきた
施設であることから、特にそれらの展示に力を入れて
おり、展示数は国内有数を誇っています。
展示生物の収集は、技術職員が担当しています。実
験所周辺にある磯などでのタモ網を使った採集や釣り、
さらには素潜りやスキューバダイビングによる採集も
行っています。また、地元漁業者の方々にご協力いた
だき、売り物にならないような生物を収集することも
あります。特にイセエビ漁が行われる秋から翌年の春

までの期間中は、
週一回漁港へ出
向き、漁で混獲
されるカニやヒ
トデなどの副産
物を収集してい
ます。これらの
収集活動を通じ
て、これまでに
採集例の少ない
ものや初めて採
集されるような貴重な生物が得られることがあります。
このような場合には、水族館での展示終了後に標本を
作製し、研究者へ試料として提供することがあります。
最近では、イセエビ漁で獲れたヒトデ３種が紀伊半島
初記録として報告されました。このようなデータの蓄
積は、生物の分布や生物地理を研究する上で非常に重
要なことです。今後も展示生物の充実を図ることだけ
でなく、研究活動へ積極的に協力していきたいと考え
ています。

白浜水族館展示生物の収集活動

森里海連環学教育研究ユニットの教員と研究員が、日
本沿岸域学会 ２０２１年度 出版・文化賞を受賞（２０２１年
７月２７日）
法理樹里特定研究員（当時）、清水夏樹特定准教授（当
時）、赤石大輔特定助教（フィールド研）、時任美乃理
特定研究員（当時）
「森里海連環学ビジュアルブック－－みんなでちょっと
幸せになれるCo-design のためのシチズンサイエン
ス－－」

第９２回日本動物学会（米子大会）において、瀬戸臨海
実験所の後藤龍太郎助教が日本動物学会奨励賞を受賞
（２０２１年９月３日、オンライン開催）
「海産無脊椎動物（特に軟体動物と環形動物）を対象
とした進化生物学・系統分類学」
後藤助教は、海底に生息する無脊椎動物（軟体動物
と環形動物など）を主な対象として、その多様性、進
化、生態の解明に精力的に取り組んできました。特に、
野外調査による自然史的新知見の報告と、分子系統学
的手法による形態、生活様式、生息場所利用の進化過
程の解明を行ってきました。主な研究テーマは、「寄
生・共生貝類の起源、進化、多様化に関する研究」、
「ユムシ動物の進化史、系統分類、共生者群集に関す
る研究」、「環形動物における発音行動に関する研究」
です。

２０２１年日本ベントス学会・日本プランクトン学会・合
同大会において、瀬戸臨海実験所の山守瑠奈日本学術
振興会特別研究員（当時）が日本ベントス学会奨励賞
を受賞（２０２１年９月１９日、オンライン開催）
「穿孔ウニを取り巻く共生系と、共生者の進化」
磯の生態系エンジニアである穿孔ウニ類の巣穴の共
生生物相および、共生者の生態の研究に取り組んでき
た。野外調査に加え、分子系統解析や安定同位体解析・

CT画像解析など、様々な手法を組み合わせ、一つの
事象に対して多角的に研究を行っている。また、高校
生などを対象とした、生物多様性や海洋環境にかかる
アウトリーチ活動にも取り組んでいる。これら一連の
研究・教育普及活動が評価され、日本ベントス学会奨
励賞を受賞した。

全国大学演習林協議会において、中川智之技術専門員
および勝山智憲技術専門職員が、第２３回森林管理技術
賞を受賞（２０２１年９月２１日）
北海道研究林管理技術班 中川智之技術専門員
学術貢献賞「森林生態系への野外操作実験における技
術貢献」
北海道研究林で実施されてきた冬季の大規模除雪実
験、シカ柵実験、ササ刈り取り実験、施肥実験など一
連の野外操作実験において、プロット設営や資材の選
択、操作実施のタイミングや方法、データ取得につい
て、研究林の環境に即した形で効果的に研究遂行する
ための情報提供や直接的な技術指導、組織的な協力体
制の構築など、これまでの勤務経験を生かして様々な
貢献を積極的に行ってきた点が評価されました。

和歌山研究林管理技術班 勝山智憲技術専門職員
若手奨励賞「特定自主検査資格の取得による大型機械
維持管理効率化と教育研究利用活性化への貢献」
森林系施設の維持管理に欠かせない車両系大型機械
は、有資格者による定期検査が義務付けられています
が、近年、検査費用が増大していました。勝山氏は検
査に必要な資格を取得して近畿地区４施設の機械８台
の検査を自ら実施し、他職員に機械管理のポイントを
解説する取り組みを開始しました。これにより大きく
経費が削減され、また日常の細かな機械トラブルへの
迅速な対応も可能になり、教育研究の補助が遅滞なく
実施できるようになったことが評価されました。

瀬戸臨海実験所 山内 洋紀

紀伊半島初記録のルリイロモザイクヒトデ
（腹面から撮影）

技 術 ノ ー ト

受 賞 の 記 録
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シンポジウム等
水産・臨海・臨湖実験所フィールド実習ワークショップ
（５月２１日、オンライン）
国際ワークショップ in 上賀茂試験地 FORESTS: （Ex）
changing viewpoints for a sustainable future
Satellite event of “La Nuit de Forêts”（７月３日、オ
ンライン）
フィールド科学教育研究センター研修会「ハラスメント・
研究公正・労働安全衛生」（７月１４日、オンライン）
シカの脅威と次世代型森林再生のロードマップ研究集会
（７月２９日、オンライン）
公開講演会「芦生の森を未来につなぐために」（８月２９日、
オンライン）

全学共通科目
森里海連環学実習Ⅰ（８月５～９日、芦生研究林・舞鶴水
産実験所他）
森里海連環学実習Ⅱ（９月１３～１７、２８日、オンライン）
ILASセミナー
各施設における主な取組み
〈芦生研究林〉
KDDI 社員によるボランティア作業（７月１７日）
写真展「未来へつなぐ森の息吹」（７月２２日～８月１８日、
京都丹波高原国定公園ビジターセンター）

講演会「未来へつなぐ芦生研究林」と芦生の森VR体験
（８月１２日、京都丹波高原国定公園ビジターセンター）
〈北海道研究林〉
標茶町立沼幌小学校 木工教室（６月２１日、標茶区）
自然観察会－－夏の森の生態系－－（７月３１日、白糠区）＊

〈和歌山研究林〉
ウッズサイエンス（有田中央高校清水分校との共催、週１回）
総合的な探究の時間における森林ウォーク（有田中央高校
清水分校との共催、６月２日）
森林学習（有田川町立八幡小学校との共催、６月３０日）

〈瀬戸臨海実験所・白浜水族館〉
水族館の体験学習「磯採集体験」（５月１５日、６月１２日）
瀬戸海洋生物学セミナー（５月１３日、６月１５日、７月２８日、
８月３０日）

９月１日 里域生態系部門に髙橋宏司助教が着任。澤
田英樹特定助教が任期満了退職により、特
任助教に就任。

１０月１日 森林生態系部門の小林和也講師が准教授に
昇任。海洋生態系部門に、山守瑠奈助教が
着任。

北海道研究林 自然観察会「秋の森の生態系」（１０月２日、標茶区）＊
徳山試験地 周南市・フィールド研連携公開講座（１０月９日）＊
和歌山研究林 ミニ公開講座（１０月９日）＊
瀬戸臨海実験所 公開ラボ・施設見学「白浜の海の自然と発
見」（１０月２３日）＊

芦生研究林 一般公開２０２１（１０月２３日）＊
上賀茂試験地 秋の自然観察会（１１月６日）＊

＊京大ウィークス２０２１参加イベント

（編集後記）昨年は中止した夏の実習を実施した。移動距
離の増加、内容の簡略化、オンラインと組合せるなど、
これまでとは違う方法を模索しながらのぶっつけ本番。
さて、来年はどういうふうにやれるのだろうか？！（AN）

◆新刊紹介◆
「たくましくて美しい ウニと共生生
物図鑑」
山守瑠奈著、創元社
A５判変形１４４頁・税込１，８７０円・
発行年月日：２０２１／１０／２０

活動の記録（２０２１年５月～８月）

研究者の異動

予 定

フ ィ ー ル ド 散 歩 ― 夏から秋にかけての各施設及びその周辺の様子をご紹介 ―

森のタマゴ
（北海道研究林白糠区）

木組による作業道補修
（和歌山研究林）

日暈
（上賀茂試験地）

タイサンボク
（北白川試験地）

桁網に入ったキダイ
（舞鶴水産実験所）

打ちあがったホンダワラ類
（瀬戸臨海実験所）

https : //fserc.kyoto-u.ac.jp/zp/nl/news５５
この他にも季節の写真をご覧いただけます。

◆FSERC Newsは、バックナンバーも含めてフィールド研
のウェブページに掲載しています。
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